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韓国では経済成長に伴い，電力需要が堅調に増加している。韓国においても新規発電所建

設が計画される中で，発電ユニットの出力増加，蒸気条件向上とステップアップが図られてきた。

その流れの中で，韓国東西発電(株)唐津９号，10号機は，韓国では初の大容量1000MW級超々

臨界圧ボイラとして計画され，2016 年に運転開始以降，安定した商業運転が続けられている。 

|1. はじめに 

国内電力市場が伸び悩み海外市場に展開を図る中で，当社は国内電力で培った大容量超々

臨界圧ボイラ技術の海外売り込みを図り，2010 年に唐津９号，10号機向けに韓国国内で初となる

1000MW 級石炭焚き超々臨界圧ボイラの受注に至った。これは当社の持つ数多くの実績，技術

力が高く評価されたものであり，本稿では，2016 年に商業運転を開始した唐津９号，10 号機ボイ

ラの特徴と適用技術の概要について紹介する。 

|2. ボイラ計画概要 

2.1 概要 

ボイラの計画諸元を表１に示す。蒸気条件は国内電力の最新鋭プラントと同等であり，高効率

なプラントとして計画されている。また，本ボイラは使用燃料に瀝青炭と亜瀝青炭を使用し，50％

混焼に対応した設計としている。 

    

 表１ ボイラ計画諸元 

 
項  目 

唐津発電所 

 ９号機 10 号機 

 ボイラ型式 超々臨界圧変圧貫流型再熱式 

 出   力 1020MW 

 蒸気流量 3033t/h 

 蒸気条件 25.4MPa(g) / 603℃ / 603℃ 

 燃   料 瀝青炭・亜瀝青炭混焼 

 運転開始 2016 年７月 2016 年９月 

    

2.2 主な特徴 

図１にボイラ側面図を示す。本ボイラの設計においては国内電力で培った大容量超々臨界圧

ボイラの最新技術が採用されており，以下の特徴がある。 
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 図１ ボイラ側面図 

  

(1) 亜瀝青炭混焼対応 

亜瀝青炭の特徴としては，瀝青炭と比較して水分が多く発熱量が低い，灰付着性が高いこと

があげられる。灰付着性に対しては十分な火炉体格を確保し，伝熱面の形状及びピッチの最

適化，スートブロワの最適配置にて対応している。 

(2) スパイラル水壁構造採用 

国内外の大容量ボイラで多数の実績のある，スパイラル水壁構造と対向燃焼方式の組合せ

を採用している。これにより火炉出口での流体温度のアンバランスを低減した設計としている。

(3) 大容量ミル採用 

亜瀝青炭は発熱量が低いことから石炭消費量が瀝青炭と比較して多くなるが，従来と同じミ

ル台数及び型式にて対応できるように，従来型ミルから 1.5 倍の容量増加を図った大容量ミル

を採用している。 

(4) 低 NOx バーナ採用 

低NOxバーナとして，国内最新プラントはじめ多数の実績あるNR3バーナを採用し，環境負

荷低減を図っている。この NR3 バーナは，保炎性を強化し火炎内脱硝による低 NOx 化を促進

したバーナであり，低 NOx とは相反する灰中未燃分の低減も可能となっている。 

|3. 運転実績 

試運転で亜瀝青炭使用時も蒸気温度特性，燃焼特性など，計画通りの安定した運転が出来て

いることを確認した。燃焼性能においては，NOx，灰中未燃分が極めて低く良好な結果であり，ボ

イラ性能に関しても，計画値を上回るボイラ効率を確認することが出来た。当社の持つ，亜瀝青炭

対応設計の超々臨界圧ボイラの高い技術力と信頼性を示すことが出来たものと考える。 

|4. 今後の展開 

唐津９号，10 号ボイラは，韓国初の 1000MW 級石炭焚き超々臨界圧ボイラとして，当社の技術

及び信頼性が高く評価され，採用に至ったボイラプラントである。試運転にて高いボイラ性能が確

認されており，お客様の期待に十分応えることが出来たものと考える。本ボイラは，韓国のみなら

ず東南アジアで計画されている次期大容量 1000MW 級の超々臨界圧ボイラのモデルプラントと

なるものであり，本ボイラの運転実績を反映し，より一層信頼性あるボイラ供給を図っていく所存で

ある。  


